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「明るい交通」 

〜MaaS（マース）という魔法〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2000 年代初頭。公共交通の規制緩和により地方の公共交通は衰退する一方、「移動権の保障」に対する

意識は低く、地域によっては自家用車が無いと自由に移動する事が出来なくなる暗黒の時代でした。そ

れから 2000 年代も四半世紀が過ぎ〜。 

 

■吉備高原都市に在住の会社員Ａさん。出勤時間になると自動運転タクシーが家に迎えにきます。 

これはオンライン配車サービス（ウーバー）と呼ばれるサービスです。 

この車で岡山空港まで行き、電気バスに乗り換えて市内中心部のオフィスへ向います。 

この運輸サービスの料金はバス代も含め、包括（パック）料金となっており、自家用車を所有していた

時に掛る諸費用より安価なのも魅力です。このようなサービスが世間に普及した結果、自家用車が減少

し交通渋滞の解消だけでなく、市内中心部に多くあった駐車場が不要となり、その跡地に店舗等が整備

され、市内中心部の活性化にも相乗効果が出ています。 

自家用車を持たないＡさん。今日は高松へ出張。帰りのオンライン配車サービスの時間変更をスマート

フォンで済ますと、京橋から高速船で高松に向かいました。 

 

■訪日外国観光客のＢさん。宇野港に着岸したヨット型豪華客船「海のななつ星」を下船し、観光開始。

ナビゲーターはスマートフォンです。宇野みなと線に乗車し岡山駅に到着し、まずは腹ごしらえ。駅前

商店街で瀬戸内の海の幸に舌鼓。食べ終わる頃、観光タクシーがお店の前まで迎えにきました。ドライ

バーさんの親切な観光案内のもと岡山城や後楽園を楽しみ、次は吉備路へ向かいます。 

LRT 化された吉備線は静かに滑り出すと、車内は心地よい揺れに変わります。清雅な松並木や目映い田園

風景･･･。車窓の景色を眺めていると足守駅に到着しました。 

ここからはシェアサイクル（バイクシェア）を利用します。このサービスはレンタルサイクルと違い、

スマートフォンで受付から精算まで可能で、貸出場所や返却場所も自由に選択が出来ます。五重塔を背

中にやわらかな風を受けながら、総社駅で自転車を返却し、伯備線に乗って今宵は倉敷にてお泊まり。

実は今日の旅行、スマートフォンに希望を入力するだけで、行程検索から昼食や宿泊の予約、そして支

払いまで簡単に出来たのでした。 
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■山間部の久米郡に在住の高齢者のＣさん。今日は市内南部の青江にある総合病院で定期健診の日。自

宅から弓削駅までの往復は公共交通が無い為、以前は息子の嫁に気を遣いながら送迎を頼んでいました。

しかし今では配車型相乗り自動車（ライドシェアサービス）を利用しています。Ｃさんのスマートフォ

ンにはスケジュールが登録されていて、自宅〜病院までの往復の交通手配と支払いが既に完了されてい

ます。指定された日時になると車が家まで迎えに来ます。タクシーと違い運転は一般の人ですが、息子

の嫁に気を遣うよりは気が楽で良いそうです。そして相乗りなので、ご近所さんや幼馴染と一緒になる

事もあり、車内での会話も楽しみのひとつだそうです。 

定期検診を終え、今日も病院の真ん前から路面電車に乗車し、岡山駅まで行くとすぐにもう改札口。今

は電停から改札口まで歩く事も無くなり、楽になったそうです。 

あとは蓄電池電車に揺られて弓削駅まで。 

「たまには息子の嫁にお土産でも買って帰ろうかしら」そう思ったＣさんはスマートフォンでパン屋の

移動販売車を追加手配し、情緒ある木造駅舎の前で高級食パンを買って帰ったそうです。最近は家庭内

もシームレスだとの事。 

■このように出発点から目的地までの移動手段を、マイカーを除く全ての交通手段を一括して組合せて、

１つの移動として検索から手配、精算までのサービス提供を行う。これを「MaaS（マース）」と言います。 

この魔法のような移動サービスが確立されると老若男女を問わず、移動権の保障が平等となります。誰

しもが行きたい所に行けたり、逢いたい人に逢えたり、そのような素敵な人生を楽しむ事が出来るなら、

日本の未来は明るいのではないでしょうか。（文：安藤 亮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通充実のため、あなたも一緒に、活動しませんか？ 

ラクダでは会員を常時募集しております。 
会員には正会員(年会費 5 千円)、賛助会員(年会費 2 千円）、法人会員(年会費 3 万円)があります。 

お問い合わせ・入会希望の方は Tel 090-3743-4778 へご連絡お願いいたします。 

ラクダホームページ>入会案内ページから入会申込書をダウンロードできます →→→ 
 


